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９
・
７
　
カ
ジ
ノ
Ｉ
Ｒ
汚
職
で

東
京
地
裁
が
秋
元
司
衆
議
院
議

員
に
懲
役
４
年
の
実
刑
判
決

９
・
８
　
立
憲
民
主
・
共
産
・

社
民
・
れ
い
わ
新
選
組
の
野
党

４
党
が
安
保
法
廃
止
・
脱
原
発

な
ど
衆
院
選
へ
共
通
政
策
合
意

９
・
９
　
緊
急
事
態
宣
言
の
期

限
を
12
日
か
ら
30
日
ま
で
延
長

９
・
11
　
９
・
11
米
中
枢
同
時

テ
ロ
事
件
か
ら
20
年
、
「
対
テ

ロ
戦
争
」
の
死
者
は
百
万
人
近

く
、
４
割
は
一
般
市
民
が
犠
牲

▽
東
京
・
千
代
田
区
役
所
前
で

タ
ク
シ
ー
意
識
不
明
の
暴
走
事

故
、
元
国
労
本
部
書
記
が
死
去

９
・
15
　
原
子
力
規
制
委
は
県

庁
所
在
地
に
あ
る
島
根
原
発
２

号
機
が
新
基
準
適
合
と
審
査
▽

北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射

９
・
17
　
自
民
党
総
裁
選
が
告

示
▽
池
袋
暴
走
事
故
・
飯
塚
被

告
の
禁
錮
５
年
判
決
が
確
定

９
・
20
　
柏
崎
刈
羽
原
発
で
火

災
感
知
器
約
百
台
の
不
備
判
明

９
・
29
　
自
民
党
総
裁
選
で
岸

田
文
雄
前
政
調
会
長
を
選
出

９
・
30
　
立
憲
民
主
と
共
産
党

が
政
権
で
の
閣
外
協
力
で
合
意

▽
緊
急
事
態
宣
言
が
全
面
解
除

10
・
４
　
第
２
０
５
回
臨
時
国

会
召
集
、
岸
田
内
閣
が
発
足

月
間

10
月
４
日
、
第
二
〇

五
回
臨
時
国
会
で
自

民
党
総
裁
・
岸
田
文

雄
氏
が
第
百
代
内
閣

総
理
大
臣
に
指
名
さ

れ
、
所
信
表
明
で
「
成

長
と
分
配
に
よ
る
新
し
い
資
本
主

義
」
を
掲
げ
、
10
月
14
日
、
衆
議
院

を
解
散
し
た
▼
こ
の
九
年
で
安
倍
・

菅
政
権
に
よ
る
官
邸
主
導
の
専
制

的
な
悪
政
の
下
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は

国
内
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

入
院
先
も
決
ま
ら
ず
自
宅
療
養
者

は
13
万
人
に
の
ぼ
り
医
療
崩
壊
を

引
き
起
こ
す
事
態
と
な
っ
た
▼
緊

急
事
態
宣
言
下
で
の
「
東
京
五
輪
」

や
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
も
強
行
開

催
さ
れ
、「
政
治
と
カ
ネ
」
を
め
ぐ

る
疑
惑
や
不
祥
事
も
相
次
ぎ
、
政

権
へ
の
支
持
率
の
下
落
な
ど
政
治

不
信
を
招
い
て
い
る
▼
一
方
で
貧

困
と
格
差
は
拡
大
し
、
国
民
生
活

は
一
層
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
い

る
。
９
月
８
日
、
立
憲
民
主
党
・

日
本
共
産
党
・
社
会
民
主
党
、
れ

い
わ
新
選
組
の
４
党
と
市
民
連
合

で
「
衆
議
院
総
選
挙
に
お
け
る
野

党
共
通
政
策
の
提
言
」
を
合
意
し
、

深
刻
化
す
る
国
民
生
活
に
歯
止
め

を
か
け
よ
う
と
野
党
共
闘
に
よ
る

政
権
交
代
へ
動
き
出
し
た
▼
国
労

は
職
場
の
労
働
条
件
を
変
え
る
た

め
仲
間
と
議
論
し
会
社
を
変
え
る

努
力
を
続
け
て
き
た
。
し
か
し
、

今
の
社
会
制
度
や
法
律
を
変
え
る

に
は
国
会
に
私
た
ち
の
声
を
届
け

る
多
く
の
国
会
議
員
を
送
り
出
す

事
で
し
か
実
現
で
き
な
い
。
10
月

31
日
、
投
開
票
の
第
49
回
衆
議
院

総
選
挙
は
、
こ
の
間
の
自
民
党
政

治
や
岸
田
新
政
権
へ
の
評
価
が
問

わ
れ
る
事
と
な
る
が
、
改
憲
策
動

の
阻
止
、
新
し
い
政
治
を
実
現
す

る
に
は
政
治
を
変
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
職
場
を
変
え
、
会
社
を

変
え
、
政
治
を
変
え
る
運
動
を
築

き
上
げ
よ
う
。(

鈴)

　
10
月
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
猛
威
を
振
る
っ
た
第
５
波

も
落
ち
着
き
、
旅
客
の
流
動
も
徐
々

に
増
加
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、

今
後
第
６
波
も
予
想
さ
れ
油
断
は

出
来
な
い
状
況
で
も
あ
る
。

　
第
５
波
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
時

期
に
併
せ
て
Ｊ
Ｒ
職
場
で
も
一
気

に
感
染
者
が
増
加
し
た
。
多
く
の

職
場
で
複
数
の
感
染
者
が
発
生

し
、
特
に
渋
谷
駅
で
は
短
期
間
で

12
名
の
ク
ラ
ス
タ
ー
と
も
い
え
る

感
染
状
況
と
な
っ
た
。
東
京
支
社

は
東
京
地
本
と
の
団
交
の
中
で
７

月
約
50
名
、
８
月
約
90
名
、
９
月

上
旬
で
約
10
名
の
感
染
者
が
発
生

し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た(

東

京
支
社
内
、
Ｊ
Ｒ
本
体
の
み
の
感

染
者)

　
渋
谷
駅
に
於
い
て
は
、
７
月
27

日
に
２
名
の
感
染
者
が
判
明
し

た
。
感
染
経
路
は
不
明
で
あ
る
が

別
々
の
感
染
事
象
と
思
わ
れ
た
。

潜
伏
期
間
が
あ
る
の
で
一
緒
に
勤

務
を
し
て
い
た
６
名
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
行
っ
た
が
、
全
員
が
陰
性
と

な
り
そ
の
後
通
常
勤
務
を
行
っ

た
。
数
日
後
体
調
不
良
者
が
続
出

し
、
検
査
で
陰
性
と
な
っ
た
者
も

再
検
査
で
陽
性
と
判
定
さ
れ
た

り
、
濃
厚
接
触
者
と
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
者
も
感
染
し
て
い
た
と
い

う
事
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　
職
場
の
中
で
は
不
安
が
一
斉
に

拡
ま
っ
た
。
特
に
女
性
社
員
か

ら
多
く
の
声
が
上
が
っ
て
き
た
。

「
妊
娠
し
て
い
る
の
で
免
除
か
テ

レ
ワ
ー
ク
に
し
て
欲
し
い
」「
家

族
に
病
弱
者
が
い
る
の
で
、
自
分

が
家
族
に
感
染
さ
せ
る
不
安
が
あ

る
。
仕
事
に
来
る
の
が
怖
い
。
出

来
れ
ば
免
除
に
し
て
欲
し
い
」「
コ

ロ
ナ
感
染
に
よ
り
保
育
園
が
休
園

と
な
り
、
親
に
面
倒
を
見
て
も
ら

い
勤
務
し
て
い
る
社
員
も
い
る
。

ま
た
、
延
長
保
育
が
無
く
な
り
半

休
を
取
っ
て
保
育
園
へ
迎
え
に
行

く
社
員
も
い
る
。
事
情
を
考
慮
し

免
除
に
す
べ
き
だ
」
と
切
実
な
実

態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　
駅
側
は
一
定
程
度
、
出
面
の
調

整
を
し
た
り
免
除
も
行
っ
た
が
、

不
十
分
で
あ
っ
た
り
不
公
平
感
も

社
員
の
間
に
生
ま
れ
て
き
た
。
危

機
管
理
本
部
の
通
達
に
は
「
妊
婦
・

基
礎
疾
患
が
あ
る
社
員
は
免
除
。

必
要
最
低
限
の
出
面
以
外
は
免

除
・
テ
レ
ワ
ー
ク
」
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
現
場
に
よ
り
そ
の

判
断
は
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
結

果
と
し
て
業
務
を
如
何
に
回
す
か

と
い
う
事
が
優
先
さ
れ
て
き
た
。

　
さ
ら
に
労
働
組
合
加
入
者
が
少

数
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
個
々
人

の
責
任
に
転
嫁
さ
れ
や
す
い
状
況

も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
実
態
の

中
で
は
逆
に
会
社
の
異
常
さ
が

明
ら
か
に
な
り
、「
労
働
組
合
が

必
要
」
と
若
い
仲
間
か
ら
声
が
上

が
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
経
過
の
中
か
ら
、

国
労
の
渋
谷
駅
班
は
現
場
長
に
申

し
入
れ
を
行
い
、
東
京
支
部
は
独

自
に
各
分
会
の
感
染
状
況
を
調
査

し
、
職
場
の
実
態
を
掴
み
東
京
地

本
に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
団

体
交
渉
の
要
請
を
行
っ
た
。
東
京

地
本
は
東
京
支
社
に
団
体
交
渉
の

申
し
入
れ
を
行
い
９
月
17
日
に
団

交
が
開
催
さ
れ
た
。

　
国
労
は
感
染
拡
大
に
鑑
み
「
全

社
員
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
」
を

要
求
し
た
が
、
会
社
側
は
「
現
時

点
で
は
全
員
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実

施
す
る
考
え
は
な
い
。
今
日
検
査

を
受
け
て
も
明
日
感
染
し
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
社
員
が
出
勤
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
全
社
員
共
通
の
課
題
と

  

労
働
組
合
が
正
面
か
ら
向
き
合
お
う

国労本部HP QRコード

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
５
波
が
猛
威
を
奮
う
な

か
、
Ｊ
Ｒ
職
場
で
の
取
り
組
み
が
寄
稿
さ
れ
た
の
で
紹
介
す
る
。】

た
び
に
検
査
を
行
う
の
は
現
実
的

で
は
無
い
。
産
業
医
と
相
談
し
た

結
果
現
在
の
ス
タ
イ
ル
と
な
っ
て

い
る
」
と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。

こ
の
姿
勢
は
こ
の
間
一
貫
し
て
い

る
が
、
実
は
陽
性
者
が
多
数
判
明

す
る
と
業
務
に
支
障
が
出
て
し
ま

う
と
い
う
本
音
が
透
け
て
見
え
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
特
に
問
題
と
し
て
追
及
し
た
の

は
、現
場
ご
と
に
対
応
が
違
う
「
免

除
・
テ
レ
ワ
ー
ク
」
の
判
断
や
感

染
対
策
で
あ
る
。
社
員
の
生
活
環

境
や
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
を
勘
案
し

た
対
応
を
要
求
し
て
き
た
が
、
会

社
側
は
「
危
機
管
理
本
部
の
指
示

は
統
一
さ
れ
て
い
る
が
、
現
場
管

理
者
に
相
談
し
て
も
ら
い
た
い
。

出
て
い
る
指
示
は
徹
底
し
て
い

く
」
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
「
緊
急
事
態
宣
言
解
除

後
も
不
安
が
あ
る
の
は
理
解
で
き

る
。
特
に
妊
娠
中
の
社
員
・
育
児

中
の
社
員
に
つ
い
て
は
現
場
管
理

者
に
相
談
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

の
回
答
も
引
き
出
せ
た
。

　
そ
の
後
、
渋
谷
駅
で
は
妊
娠
し

て
い
る
社
員
、
基
礎
疾
患
を
持
っ

て
い
る
社
員
の
免
除
・
テ
レ
ワ
ー

ク
で
の
対
応
や
、
感
染
対
策
を
不

充
分
で
あ
る
が
進
め
て
き
て
い

る
。

　
今
後
の
課
題
は
、
私
た
ち
が
率

先
し
て
職
場
の
声
を
掴
み
、
現
場

長
へ
の
申
し
入
れ
や
上
部
機
関
と

連
携
し
て
仲
間
の
声
を
闘
い
に
押

し
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
か
と
い

う
事
で
あ
る
。

　
国
労
組
合
員
の
い
な
い
職
場
、

ま
た
組
合
員
が
数
人
し
か
い
な
い

職
場
等
、
現
場
で
声
を
上
げ
ろ
と

言
っ
て
も
難
し
い
状
況
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
当
た
り
前
の
運
動
、

仲
間
の
怒
り
や
不
平
・
不
満
か
ら

闘
い
を
始
め
る
し
か
労
働
組
合
に

結
集
し
な
い
し
、
組
織
拡
大
に
も

結
び
つ
か
な
い
。
そ
う
い
う
意
味

で
は
今
回
の
コ
ロ
ナ
感
染
の
問
題

は
全
社
員
の
共
通
し
た
問
題
で
あ

り
、
機
関
と
し
て
全
力
を
上
げ
て

取
り
組
む
課
題
で
あ
る
。

　
闘
え
な
い
条
件
を
い
く
つ
言
っ

て
も
何
も
進
ま
な
い
。
闘
わ
ざ
る

を
得
な
い
実
態
が
あ
る
の
だ
か
ら

何
が
出
来
る
の
か
一
つ
ひ
と
つ
積

み
上
げ
前
へ
進
む
し
か
な
い
。
困

難
な
状
況
を
乗
り
越
え
粘
り
強
く

闘
い
続
け
よ
う
。

東
京
支
部
委
員
長
　
松
田
恭
明

　
２
０
１
６
年
５
月
に
史
上
最
高

の
利
益
を
あ
げ
な
が
ら
、
米
国
内

で
乗
務
員
を
大
量
に
新
規
採
用
す

る
一
方
、
日
本
人
乗
務
員
12
名
を

不
当
に
も
解
雇
し
た
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
航
空
解
雇
争
議
は
５
年
半
が
経

過
し
た
。

　
こ
の
間
、
東
京
地
裁
で
の
雇
用

継
続
請
求
棄
却
の
不
当
判
決
を
不

服
と
し
て
東
京
高
裁
で
争
わ
れ
て

き
た
控
訴
審
は
、
去
る
５
月
31
日

に
結
審
し
、
近
い
う
ち
に
判
決
が

言
い
渡
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
航
空
経
営
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
業
績
悪

化
を
理
由
に
昨
年
10
月
１
日
付
で

成
田
空
港
に
あ
る
国
内
唯
一
の
客

室
乗
務
員
の
拠
点
を
閉
鎖
し
、
再

び
約
２
５
０
名
の
解
雇
を
一
方
的

に
強
行
し
た
。
会
社
側
は
退
職
金

な
ど
一
切
明
示
も
せ
ず
、
解
雇
を

メ
ー
ル
で
通
告
す
る
な
ど
今
回
も

一
貫
し
て
不
誠
実
な
態
度
に
終
始

し
た
が
、
今
年
３
月
と
４
月
に
は

理
不
尽
な
解
雇
を
不
服
と
し
て
東

京
地
裁
に
原
告
52
名
と
83
名
が
相

次
い
で
解
雇
無
効
の
訴
訟
を
提
訴

し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
闘
争
団
の
闘
い
の
行
く
末

は
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て

　
解
雇
撤
回
・
原
職
復
帰
を
訴
え

 

10
・
１
銀
座
デ
モ
を
貫
徹

い
る
。

　
そ
う
い
っ
た
情
勢
の
中
、
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
争
議
団
の
呼
び
掛
け
で

５
回
目
と
な
る
銀
座
デ
モ
が
10
月

１
日
に
取
り
組
ま
れ
た
。
東
京
都

中
央
区
の
築
地
川
銀
座
公
園
で
の

集
会
に
は
２
５
０
名
の
支
援
者
が

集
ま
り
、
集
会
後
に
銀
座
デ
モ
を

取
り
組
み
、
沿
道
の
人
々
に
解
雇

撤
回
・
原
職
復
帰
を
訴
え
、
争
議

支
援
を
訴
え
た
。

　

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
闘
争
団
（
全
国
一
般
・
全
労
働
者
組
合
）
は
、

東
京
高
裁
の
勝
利
判
決
と
解
雇
撤
回
・
原
職
復
帰
を
勝
ち
取
る

た
め
に
、
10
月
１
日
に
銀
座
デ
モ
を
取
り
組
ん
だ
。

築
地
川
銀
座
公
園
で
の
出
発
前
集
会

投 稿

東京支部委員長

松田恭明

◎
東
京
地
方
本
部
・
東
京
支

部
・
交
通
機
械
サ
ー
ビ
ス
　

佐
藤
信
二
さ
ん
62
歳
　
９
月

７
日
付

組
織
拡
大
速
報

組
織
拡
大

速
報組

織
拡
大

速報
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総
選
挙
が
公
示
さ
れ
た
10
月
19

日
、
衆
議
院
第
２
議
員
会
館
前
で

は
、
戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す

な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会

と
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市

民
ア
ク
シ
ョ
ン
共
催
の
「
政
治
を

変
え
よ
う
！
総
選
挙
勝
利
！
10
・

19
国
会
議
員
会
館
前
行
動
」
が

取
り
組
ま
れ
、
労
働
者
・
市
民

６
０
０
名
が
結
集
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
小
田
川
義

和
共
同
代
表
が
、「
市
民
と
野
党

が
力
を
あ
わ
せ
る
政
権
選
択
の
選

挙
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
市
民
連

合
と
４
野
党
が
結
ん
だ
共
通
政
策

こ
そ
が
政
治
を
根
本
か
ら
転
換
す

る
道
で
す
。
こ
れ
か
ら
毎
日
が
投

票
日
、
市
民
の
力
で
政
治
を
変
え

ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
、
10
月

31
日
の
投
票
日
ま
で
精
一
杯
闘
う

こ
と
を
確
認
し
た
。

　
国
労
本
部
も
10
月
５
日
に
「
立

憲
政
党
を
中
心
と
す
る
新
し
い

政
治
の
実
現
に
向
け
、
衆
議
院

議
員
総
選
挙
を
全
力
で
闘
う
国

労
ア
ピ
ー
ル
」
を
発
し
な
が
ら
、

立
憲
政
党
を
中
心
と
す
る
新
し

い
政
治
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
組

織
の
総
力
を
あ
げ
た
闘
い
を
展

開
し
て
き
た
。 

　
国
労
長
野
地
方
本
部
で
は
、
鉄
道

退
職
者
の
会
と
協
力
し
な
が
ら
選

挙
対
策
委
員
会
を
設
置
し
、
政
権
選

択
選
挙
で
は
初
め
て
と
な
る
長
野

県
３
野
党
と
信
州
市
民
連
合
と
の

間
で
確
認
書
が
取
り
交
わ
さ
れ
る

な
か
、「
総
選
挙
勝
利
！
総
決
起
集

会
」
を
開
催
し
、
総
選
挙
勝
利
の
た

め
闘
い
抜
く
決
意
を
固
め
合
っ
た
。

　
国
労
米
子
地
本
で
は
、
組
織
内

候
補
の
山
本
誉
さ
ん
（
島
根
２
区
・

立
憲
民
主
党
）。
国
労
四
国
本
部

で
は
　
鉄
道
退
職
者
の
会
四
国
地

連
事
務
局
長
の
三
野
ハ
ル
子
さ
ん

（
比
例
区
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
・
社
会

民
主
党
）
な
ど
、
全
国
各
地
で
組

織
内
・
推
薦
候
補
の
当
選
に
向
け

て
奮
闘
し
た
。

　
総
選
挙
の
結
果
は
、
今
回
も
戦
後

３
番
目
に
低
い
55
・
93
％
の
投
票
率

　

第
49
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
自
公
政
権
に
よ
る
強

権
的
支
配
に
よ
る
腐
敗
政
治
を
一
掃
す
べ
く
、
野
党
共
闘

の
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
な
が
ら
、
立
憲
政
党
の
過
半
数

確
保
に
向
け
、
全
国
で
選
挙
戦
が
闘
い
抜
か
れ
た
。

　

選
挙
結
果
は
、
野
党
共
闘
が
不
発
に
終
わ
り
、
与
党
（
自

民
・
公
明
党
）
が
２
９
３
議
席
の
絶
対
安
定
多
数
を
確
保

す
る
残
念
な
結
果
と
な
っ
た
。

で
、
与
党
で
あ
る
自
民
党
２
６
１
議

席
（
−
15
）、
公
明
党
32
議
席
（
＋

３
）
の
計
２
９
３
議
席
の
安
定
的
に

国
会
運
営
が
で
き
る
絶
対
安
定
多

数
を
確
保
す
る
一
方
で
、
立
憲
民
主

党
96
議
席
（
−
14
）、
共
産
党
10
議

席
（
−
２
）
と
期
待
さ
れ
た
野
党
は

議
席
を
減
ら
す
結
果
と
な
り
、
日
本

維
新
の
会
が
41
議
席
（
＋
31
）
の
第

３
党
に
躍
進
し
た
。

　
与
党
に
日
本
維
新
の
会
の
議
席

を
加
え
れ
ば
、
改
憲
に
必
要
な
３

分
の
２
の
３
１
０
議
席
を
優
に
超

え
る
こ
と
か
ら
、
憲
法
論
議
に
拍

車
が
か
か
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
総
選
挙
の
総
括
を
早
急
に
行

い
、
選
挙
結
果
に
嘆
く
こ
と
な
く
、

憲
法
改
悪
阻
止
に
向
け
た
戦
線
整

備
に
一
刻
も
早
く
取
り
掛
か
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
昨
日
開
会
し
た
第
２
０
５
回
臨

時
国
会
に
お
い
て
、
第
１
０
０
代

内
閣
総
理
大
臣
に
指
名
さ
れ
た
岸

田
首
相
は
、予
算
委
員
会
も
開
か
ず
、

国
会
で
の
審
議
を
封
殺
し
た
ま
ま
、

会
期
末
と
な
る
10
月
14
日
に
衆
議

院
を
解
散
し
、
19
日
公
示
、
31
日

投
開
票
で
第
49
回
衆
議
院
議
員
総

選
挙
を
行
う
こ
と
を
表
明
し
た
。 

　
岸
田
首
相
は
こ
れ
ま
で
の
新
自

由
主
義
的
政
策
を
転
換
し
、「
丁

寧
で
寛
容
な
政
治
を
め
ざ
す
」
と

胸
を
張
る
が
、
昨
日
発
足
さ
せ
た

新
内
閣
の
内
実
を
見
た
限
り
、
そ

の
言
葉
と
は
裏
腹
に
自
民
党
内
の

派
閥
権
力
構
造
に
忖
度
し
た
い
わ

ば
論
功
行
賞
の
人
事
で
あ
る
。 

　
こ
の
間
、
９
年
に
わ
た
る
安

倍
・
菅
政
治
に
よ
る
官
邸
主
導
の

専
制
的
な
悪
政
が
続
く
中
で
、
権

力
の
私
物
化
と
腐
敗
が
進
み
、「
政

治
と
カ
ネ
」
を
め
ぐ
る
数
々
の
疑

惑
や
不
祥
事
も
次
か
ら
次
へ
と

露
見
す
る
一
方
で
、
国
民
に
対
し

て
は
「
自
立
・
自
助
」
が
強
調
さ

れ
、
貧
困
と
格
差
、
差
別
が
よ
り

一
層
拡
大
、
深
刻
化
し
て
い
る
。 

　
さ
ら
に
、
昨
年
か
ら
続
く
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
社
会
を
支
え
る

社
会
的
基
盤
、
生
活
保
障
の
た
め

の
公
的
支
援
・
制
度
そ
の
も
の
の

脆
弱
性
を
あ
ぶ
り
出
し
、
後
手
後

手
に
回
っ
た
菅
政
権
に
よ
る
無

為
無
策
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
り
、

こ
の
夏
に
は
公
衆
衛
生
と
医
療

体
制
は
崩
壊
寸
前
の
危
機
的
状

況
に
追
い
込
ま
れ
た
。 

　
そ
し
て
、
気
候
変
動
の
影
響
に

よ
り
、
全
国
で
多
発
す
る
大
規
模

自
然
災
害
や
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事
故
の
人
災
で
家
屋
や

財
産
を
失
っ
た
多
く
の
人
々
の

生
活
再
建
と
補
償
の
道
は
い
ま

だ
断
た
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。 

　
こ
の
間
、
国
労
は
、
安
保
法
制

の
廃
止
と
立
憲
民
主
主
義
の
回

復
を
め
ざ
し
て
、
憲
法
破
壊
を
続

け
る
安
倍
、
菅
と
続
く
自
公
政
権

と
対
抗
し
て
「
市
民
と
野
党
の
共

闘
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
多
く
の
労

働
組
合
、
民
主
勢
力
と
と
も
に
組

織
の
違
い
を
乗
り
越
え
、
一
致
団

結
し
て
闘
い
を
進
め
て
き
た
。 

　
今
こ
そ
、
９
月
８
日
の
立
憲
民

主
党
、
日
本
共
産
党
、
社
会
民
主

党
、
れ
い
わ
新
撰
組
の
４
党
と
市

民
連
合
と
の
間
で
合
意
さ
れ
た

「
衆
議
院
総
選
挙
に
お
け
る
野
党

共
通
政
策
の
提
言
」
を
共
有
し
、

憲
法
に
基
づ
く
政
治
の
回
復
や
コ

ロ
ナ
禍
に
対
す
る
公
衆
衛
生
、
医

療
、
介
護
体
制
の
整
備
と
生
活
保

障
の
た
め
の
公
的
支
援
、
さ
ら
に

は
原
発
の
な
い
脱
炭
素
社
会
の
実

現
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
転
換
、
基

地
の
な
い
日
本
を
求
め
、
権
力
の

私
物
化
を
許
さ
ず
、
格
差
と
貧
困

を
な
く
し
、
国
民
す
べ
て
が
安
心

し
て
暮
ら
し
、
働
け
る
公
正
な
社

会
の
実
現
に
向
け
て
と
も
に
奮
闘

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
立
憲

民
主
党
と
日
本
共
産
党
が
、
こ
れ

ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
市
民
と

野
党
の
共
闘
を
大
き
く
発
展
さ

せ
、「
①
次
の
総
選
挙
に
お
い
て

自
公
政
権
を
倒
し
、
新
し
い
政
治

を
実
現
す
る
。
②
立
憲
民
主
党
と

日
本
共
産
党
は
、「
新
政
権
」
に

お
い
て
、
市
民
連
合
と
合
意
し
た

政
策
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め

に
協
力
す
る
。
そ
の
際
、
日
本
共

産
党
は
、
合
意
し
た
政
策
を
実
現

す
る
範
囲
で
の
限
定
的
な
閣
外

か
ら
の
協
力
と
す
る
。
③
次
の
総

選
挙
に
お
い
て
、
両
党
で
候
補
者

を
一
本
化
し
た
選
挙
区
に
つ
い

て
は
、
双
方
の
立
場
や
事
情
の
違

い
を
互
い
に
理
解
・
尊
重
し
な
が

ら
、
小
選
挙
区
で
の
勝
利
を
目
指

す
。」
こ
と
を
合
意
し
た
。 

　
国
労
は
こ
の
政
党
間
合
意
を

全
面
的
に
支
持
し
、
全
国
大
会
で

決
定
さ
れ
た
方
針
に
も
と
づ
い

て
、
来
る
10
月
31
日
投
開
票
の
第

49
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お

い
て
、
岸
田
政
権
を
打
倒
し
、
自

民
党
が
め
ざ
す
改
憲
策
動
を
阻

止
し
て
立
憲
政
党
を
中
心
と
す

る
新
し
い
政
治
を
実
現
さ
せ
る

た
め
、
組
織
の
総
力
を
あ
げ
て
闘

う
こ
と
を
内
外
に
表
明
す
る
。 

　
　
２
０
２
１
年
10
月
５
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憲
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憲
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認
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議
し
、
働
く
者
の
た
め
の

参
議
院
強
行
採
決
に
抗
議
し
、
働
く
者
の
た
め
の

労
働
法
制
確
立
を
求
め
て
闘
う
国
労
ア
ピ
ー
ル

労
働
法
制
確
立
を
求
め
て
闘
う
国
労
ア
ピ
ー
ル

立
憲
政
党
を
中
心
と
す
る
新
し
い
政
治
の

実
現
に
向
け
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
を

全
力
で
闘
う
国
労
ア
ピ
ー
ル

核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
確
定
に

核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
確
定
に

あ
た
っ
て
の
ア
ピ
ー
ル

あ
た
っ
て
の
ア
ピ
ー
ル

核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
確
定
に

あ
た
っ
て
の
ア
ピ
ー
ル

憲
法
改
悪
阻
止
に
向
け
戦
線
の
再
構
築
を
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菅
首
相
か
ら
岸
田
首
相
に
代
わ
っ

て
も
、
ア
ベ
ス
ガ
政
治
を
継
承
す

る
自
公
政
権
で
は
、
私
た
ち
の
命
や

暮
ら
し
を
守
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

集
会
で
は
、
市
民
と
野
党
の
共
闘

で
新
し
い
政
治
を
実
現
さ
せ
る
た

め
、
総
選
挙
勝
利
に
む
け
頑
張
り

ぬ
く
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

　
戦
争
を
さ
せ
な
い 

１
０
０
０

人
委
員
会
の
竹
内
広
人
さ
ん
が
主

催
者
挨
拶
を
行
い
、「
コ
ロ
ナ
が

感
染
拡
大
す
る
中
で
オ
リ
・
パ
ラ

を
強
行
し
、
医
療
が
受
け
ら
れ
な

い
ま
ま
亡
く
な
る
方
を
増
大
さ
せ

た
人
災
と
も
言
う
べ
き
失
政
は
、

菅
首
相
が
辞
め
た
か
ら
と
い
っ
て

免
罪
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ア

ベ
ス
ガ
政
治
を
継
承
す
る
自
公
政

権
に
政
権
は
託
せ
な
い
。
総
選
挙

で
政
治
を
変
え
な
い
と
い
け
な

い
。
市
民
連
合
と
野
党
４
党
で
６

項
目
の
政
策
合
意
が
さ
れ
、
も
う

一
つ
の
選
択
肢
が
示
さ
れ
た
。
小

選
挙
区
で
野
党
統
一
候
補
を
擁
立

し
、
勝
利
す
る
た
め
に
全
国
で
共

に
闘
お
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
野
党
か
ら
は
、
日
本
共
産
党
の

志
位
和
夫
衆
議
院
議
員
、
社
会
民

主
党
の
福
島
瑞
穂
参
議
院
議
員
、

立
憲
民
主
党
の
近
藤
昭
一
衆
議
院

議
員
、
沖
縄
の
風
の
伊
波
洋
一
参

議
院
議
員
が
挨
拶
し
た
。

　
続
い
て
、
市
民
の
訴
え
と
し
て

３
人
が
発
言
し
た
。

　
市
民
連
合
運
営
委
員
の
山
口
二
郎

教
授
（
法
政
大
学
）
は
、「
自
民
党

は
腐
敗
堕
落
し
て
い
る
。
野
党
は
ま

と
ま
っ
て
も
う
１
つ
の
選
択
肢
を
示

す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
市
民
の

強
い
後
押
し
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
総

選
挙
で
は
、
野
党
共
闘
の
候
補
を
１

人
で
も
多
く
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

が
ん
ば
る
。
岸
田
さ
ん
は
、
民
主
主

義
の
危
機
と
言
っ
て
い
る
が
誰
が
そ

れ
を
つ
く
っ
た
の
か
。
加
担
し
て
き

た
の
は
誰
か
。
自
民
党
の
危
機
感
の

欠
如
で
は
な
い
か
。
み
ん
な
の
力
で
、

総
選
挙
で
政
権
交
代
す
る
た
め
が
ん

ば
っ
て
い
こ
う
」
と
訴
え
た
。

　
反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長

の
瀬
戸
大
作
さ
ん
は
、「
コ
ロ
ナ
禍

で
７
０
０
人
以
上
の
困
窮
者
を
支
援

し
て
き
た
。
20
〜
30
歳
代
の
困
窮

者
の
度
合
い
が
増
え
て
お
り
、
福

祉
は
助
け
て
く
れ
な
い
と
言
っ
て

い
る
。
シ
ェ
ル
タ
ー
に
来
た
外
国

籍
の
人
は
、
仮
放
免
の
も
と
で
４

〜
５
年
も
放
置
さ
れ
公
的
支
援
が

受
け
ら
れ
て
い
な
い
。
民
間
団
体

の
支
援
に
は
限
界
が
あ
る
。
彼
ら
の

よ
う
な
人
た
ち
が
前
を
向
い
て
歩
い

て
い
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、

総
選
挙
で
与
党
を
ひ
っ
く
り
返
す

こ
と
が
必
要
」
と
挨
拶
し
た
。

　
改
憲
問
題
対
策
法
律
家
６
団

体
連
絡
会
の
大
江
京
子
弁
護
士

は
、「
日
本
学
術
会
議
会
員
の
任

命
拒
否
で
は
意
に
沿
わ
な
い
人
を

排
除
し
、
モ
リ
・
カ
ケ
・
桜
問
題

で
は
解
明
に
背
を
む
け
、
政
治
を

私
物
化
し
て
真
相
に
フ
タ
を
し
よ

う
と
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
は
医
療
な

ど
必
要
な
施
策
を
怠
り
続
け
、
入

院
・
治
療
が
受
け
ら
れ
な
い
究
極

の
『
自
助
』
と
い
う
政
策
を
実
施

し
た
」
と
菅
首
相
を
痛
烈
に
批
判
。

「
憲
法
違
反
、
法
律
違
反
、
説
明

し
な
い
、
人
の
い
の
ち
を
何
と
も

思
わ
な
い
、
ア
ベ
ス
ガ
政
治
を
終

わ
ら
せ
よ
う
。
憲
法
に
基
づ
く
政

治
を
実
現
し
よ
う
」
と
訴
え
た
。

　
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
共

同
代
表
の
高
田
健
さ
ん
が
、「
総

選
挙
の
日
程
に
つ
い
て
、
10
月
19 

日
公
示
、
31
日
投
開
票
と
の
報
道

が
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
的
な
闘
い

で
政
権
交
代
を
勝
ち
取
ろ
う
」
と

呼
び
か
け
、
当
面
の
行
動
に
つ
い

て
提
起
し
た
。

　

第
２
０
５
臨
時
国
会
が
開
会
さ
れ
る
10
月
４
日
に
、戦
争
さ
せ
な
い
・

９
条
壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
の
呼
び
か
け
で
、「
自
公

政
権
交
代
！
政
治
を
変
え
よ
う
！
総
選
挙
勝
利
！
10
・
４
臨
時
国
会
開

会
日
行
動
」
が
開
催
さ
れ
、
労
働
者
・
市
民
３
０
０
人
が
参
加
し
た
。

首
相
が
変
わ
っ
て
も
自
公
政
治
は
変
わ
ら
な
い

 

市
民
と
野
党
の
共
闘
で
新
し
い
政
治
の
実
現
を


